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図1.浮葉が多く展開している時期のフトヒルムシロの生産構造図。15xl5cmのエクマン•バージ式採泥器による 

5 回の採集の平均値で示してある。

ることがわかった。また、沈永葉もシュートの上部と下 

部のもので色や形態、光合成速度に違いのあることがわ 

かった。図 1 に示されているように、浮葉と沈水葉の位 

置が、いわゆる広葉型とイネ科型の位置に対応している 

のも興味深い事実である。今後も調査•好祈を続け、こ 

の植物の生活史とヒルムシロ属における進化上の位置を 

明らかにしたいと考えている。
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